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　　知能障害児の問題は，一般の教育計画において，極めて重大なものとみなされている．
　　近年，現場教師のみならず教育行政者も正常児のために用意せられた教育計画らは益するところ
　極めて困難とされている障害児にかんして多くの関心を寄せる傾向にある．知能障害児のための特
　別な用意か欠如しているとき，学校カリキュラムは一般に彼らの要求や能力に適合しないので問題
　は切実なものとなる．多くの学校は，知能障害児のために充分配慮した教育計画を機能させるに必
　要な施設並びに素材を欠如し，過剰学校となっているために遅進児の特殊な要求に奉仕するよう組
　織されていないのである．
　　定義；精神薄弱とは何かについては．いろいろの立場から多様に論及されている．
　　エプセンYepsen, Ｌは最近，50年間に医者や社会学者　教育学者　心理学者たちによって提出
　された精神薄弱の定義を検討したが，その数が百に近く，しかもそれらは精神薄弱の定義としては
’不適当なものが多く．せいぜい精神薄弱によって起った徴候とか，結果をのべたものにすぎないと
　いっている.
　　Sarason, S. B.によると，精神薄弱という用語は，その行勁　知的水準ないしは能力　身体的
　特徴　社会的経済的状態　文化的背景　発達において必ずしも同質ではない人びとに適用されてき
　た．したがって，精神前弱を明碓な一群として特色づけることは容易な課題ではない．それは立場
　の違った研究者たちが，．それぞれの操作と基準を用いて診断を行っているからである．過去におい
　て，何か知能欠陥を構成するかについて相当多くの混惑がみられたか今日，専門者の間において知
　能欠陥の承認される定義の手引きとしてDollがあげた規準が広くとられている．彼によると，精
　神前弱を定義するとすれば;次の四つの点を包含するものでなければならない.
　　1/　社会的不適応，　　　　　　　　　　　｀
　　「好条件の下においても，その生計を獲る能わず……盲r通人と同等の地位に立ち競争することが
　できず，消極的には社会的責任を果し得ず，積極的には社会の負担となるものである.
　　2.知的劣弱
　　このような社会的不迪応の大きな原因は知的劣弱によるのである．精神的全般的劣弱であるが，
　とくに知的側而において著明である．，これは単に知能指数によって限定されるような機械的なもの
　でなく，質的および量的両方面の劣弱である.
　　3.発達阻止
　　知的劣弱は痴呆，たとえば進行麻蜂のように退行によるのではなく，発達阻止である．生得的ま
　たは早期にはじまった発達阻止ということが大きな特徴である．しかし発達のテンポは各個人で異
　なり，この発達阻止を決定するには慎重なる考慮を要する‥･
　　4.素質的劣弱
　　かかる発達阻止が決して種々の社会的環境条件や一時的疾病という身体的条件によって生じたも
　のではなく，全く素質的のものである．したがって，ある程度持続的でるという点において特徴が
　ある．
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DOHはかくして，精神薄弱を以下のごとく定義して･いる．レ，
　知能欠陥は構造的（遺伝的或は後天的）起源に由来する知能の発進阻止から結果したところの社
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会的未成熟の状態である／そのような条件はある好ましい環境事情の下で，所定の時間　指導によ
り欠陥の制誰を補整す浄よ脅卒習慣を訓練として形成世’しめるこ’とを,可昨ならしめるのであるが，
本質的には治療矯正は･できがたいであろう．　　　　　‥
　Doll, Ｅ．Ａ．　は精神薄弱の基準をI. Q.のみに拠ろうとするアメリカの一般的傾向に抗してそ
れを社会的能力の劣弱性においたのである．
　高橋省己教授は，精神薄弱を以下のごとく定義している／即ち，心理学的に定義すると，遺伝的
に又は胎児期　乳幼川における何かの原囚によって知的能力や社会的適応能力の障害をうけ，永続
的な精神的発達を停止するというｍ大な欠陥をきたしている状態である．また解剖学的な立場から
定義すると脳特に大脳皮質か遺伝によってその発達を阻止されるか，胎生期，または乳幼児期にお
けるいろいろの原因によって損傷をうけたために，脳髄の機能に永続的な欠陥をきたした状態であ
る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　Heck, A. O.の所見によると，しばしば優秀　普通　劣等のあたかも明瞭に区分された３種類
の児童が存在しているようにいわれているか，これは共通の誤解である．現在使われているある種
の用語は，そのような仮定(assumption)の誤り･を指摘する.助けとなるであろう．例えば，高い，
低いという術語は相対的のものである．或る地域の高山/は他の地では低いこともあり，ある山脈の
高山が他の山脈では小山同然のこともあるだろう．従９で，高I. Q.　普通　I. Q.　低I. Q.　を
使用すれば，一般人には３種類の代りに単一の集団二--‥即ちacademicな能力のある児童から非常
に能力の乏しい児童にわたって極めて微細な変化をもっT亡相具なる集団-を心中に描かせる助け
となるのであろう. I. Q.　という術語は児童かacademicな学校要求を達成できる程度を決定する
ための一つの方法であるから非常に適当である．児童の身体的条件　情緒の安定度　家庭条件など
にかんする資料が必要とされるがI, Q.はこうした判定に導くまでのｍ要な要因となるであろう.
　　（精薄児の選定）　　　　　　　　　　　　　　　　･●／
　教師及び校長は特こ殊学級又は特冽ﾐ学校に配置すべき児童を推薦し，その推薦は心理学者によって
検証されねばならない．その場合，組分け検査が必要だがj，このGroup classification の成績の芳
しくない者には個別検査を施すべきである．ビネーシ声ン式検査法スタンフォード改訂法はacade-
ｍｉｃな学業遂行の児童の能力を検証するに一般に1使戸されている. academicな学力及び機械的又
は運動能力を決定するために，他のテストが用ひらTれでもよいであろう．身体検査がなされ，児
童の指導要録（Ｓｃｈｏｏｌ Record)が研究され，生徒の学校及び家庭の社会的反応が研究され，その
他生徒の学業進歩に影響する諸要因が検証されねばなら尨い．以上の如き，研究資料に立脚して心
理学者は生徒各自の配当にかんする助言をしなければならな,い．指導を最も多く必要とする者を選
抜するのか目的であれば，上述の手順で十分であるjもじ特殊学級指導を必要とするすべての児童
を選抜するのが目的であれば，その時には誰を特殊学級に移すべきかについての教師及び校長の判
断を得るのみならず，生徒全員に集団テストを実施する手はずがどとのえられねばならない．その
両者の基準によって良好と判定された者は除外され,∧いづれの１方法によって不可の部類に入る児
童は引続き研究され，２方法併用の結果，不可の部類に入る児童には個別テストが施され，これ以
後は先程のべた手順と同一である．いかなる場合でも，特殊学級の編成は急ぐべきではない．特殊
学級在籍者定数を維持するために推定に基づいて普通学級から特殊学級に児童を移すような必要は
ない．又，学校を所定日に開設するために児童を配置してはならない.
　　　〔低I. Q.の諸原因〕　　　　　　　　　　　．
　児童の劣等性(subnormality)の原因については遺伝以外は殆んど知られていないと, Bruner,
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Ｆ．Ｃ．はいっている．彼は内分必腺（無導管腺）の作用と知能作用との関連の可能性に注意を喚起
している．更に最近はＭayers，Ｌ．Ｈ．は内分必と知能との関イ系を指摘した.　▽
遺伝一低知能の原因としての遺伝の重要さにかんして，その評価には大きな差異が存在してい
る．精神蒜弱児の90％は遺伝によるといわれている．多数の教科回:は遺伝を劣等性の主因としてい
る，(sｕｂｎｏrｍality)
　Ｂruneｒは，精神薄弱見の限界の上.位に接する学童を検査すると，迫伝は小さい役割しか果して
いないように思われるとのべている．彼の研究室で検査された／1O,OOo名以上.の児童のうち，その
直糸尊肩に関する限り／神経病遺伝患者は，その４％未満であつた．これは倍系尊肩を含んだ場合
　　　〔精薄児の学習指導〕’;
　特殊学級と普通学級との学習指導法の差異は，全く相違したものといっぞよ盲なものではなくし
て，それらは顕著であるという意味での差異である．それは目標の本質的な差異に起因するもので
はなくして生徒たち自身に発見される差異に帰因するのである．低知能の児童は，抽象的事項を理
解したり，思考したりする能力を欠如しているのではないが，正常児のそれらの能力に比較すると
低知能児のこの方面の能力は貧弱である．学習指導方法の相違を必要ならしめるものは，これらの
能力の欠如ではなくして能力の程度の相違である．低Ｉ．．という術語がこの事実を示している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｑ　　　　　　　　　　　　　‥
Ｉ．Q. 50の児童は普通児のもつ能力を全部備えているが，その程度がずっと低いのである．これら
の差異は教授の方法か相異せねばならないことを示唆している.
　1.低Ｉ． Ｑ．児を一定の事態に対する正しい反応に習慣化するためには反復を多くせねばならな
い･greenという文字の組合せに（ｃｏｍｂｉｎａtｉｏｎ）適切な言語反応をするには，ただ何回となく繰
返す他はない.･3＋4の場合，７と答えることは唯いくども反復することによって始めてそれが習
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慣的となる．用ひられる方法はこの反復の必要を考慮に入れねば心らない.
　2.長い論理的な討議は適切でない．教えられるものの特殊なそして直接的な応用がなされねば
ならない．教師は遅進児が自ら応用(application)をなすことをあてにしてはならない．このこと
は学習指導の困難を増大するものである．それらは普通児を教える場合よりも遥かに多くの特殊事
例を重要視せねばならないからである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　３．文学や社会研究において「注意」は主として事件や人物に集中されるのがのぞましい．ある
社会的風潮は種々の事件と結びつけてはかへって理解し難くなる．歴史的事実のある部分は無視さ
れもよい，アメリカ発見の物語をして児童に勇気をもった男を想像させることかできる．少数の主
要な優れた入物の特性を表わすようなアメリカや世界の歴史上の人物の物語を常に繰返すことによ
って，これらの児童自身のうちにこうした特牲を培うことかできるであろう.
　4.地理や歴史においては，大幅に諸外国を軽く扱って，本国の市　郡　州に集中する．具体的
な事態の観察及び人間的興味の要因にみちた物語をきかぜることに重点が再びおかれる．野官の日
常活動見学に出かけることもよく，交通整理　児童保護．住居の保護などに尽力する者としての百
官の職務を強調する物証は教材に具体性を与え，野官の功績に対する信念を児童の必に植えつける
に十分である．
　精薄児の指導原理としてIngram, C. P.の所説を引用すると，精神薄弱児のために適切な教育
のプログラムを用意するためには彼らの心理に立脚した特定の指導原理か存在しなければならない
ことはあきらかなことである．
　心理学的原理; (1)身休的発達一－身休的発達にかんしては，精仲薄I弱児は普通児集団に極めて
接近するようになってきた．すべての身体的活勁能力というものは普通児のそれに非常に近かづい
てきている．従って，身体的精力の充分な発散を含む強健な身体の育成や健康な生活習慣の発達の
ための教育内容の編成は彼らの教育において重要な位吐を占めるものである．　　　　　　犬
　（2）運勁能力--一知能遅進児は，明確に知的な過程においてよりは感党的鋭敏さ，及び運動能力
の点において普通児により接近している．目と手の協応動作と迎勁反応とを必要とする過程におい
て大部分の遅進児は普通児の暦年令段階のそれに類似の反応活動を示すことができる．大半の精薄
児は具体物の操作や物の構成の現実的作業をたのしむことができる．従って，手さきの技能の熟練
を教えることができる．それ故，実際的技芸と行動経験とは遅進児教育において大きな役割を果た
すのである.
　（3）知　　　能
　知能は恐らく今日，大部分の学童か学校生活に学習適応する際の最もｍ要な要因であろう．すべ
ての年令の学習遅進児の知能は，正宗児のそれに比して発述遅進の比率と発達の全体量の少なさに
よって特長づけられる，それ故，特に抽象的思考と符号を処理するときに求められる能力の欠陥か
聯合作用　推理作用　一般化の場合顕著である．またグループの中のI. Q.水準の多変性は学習能
力の程度と速さの多様性を示している．それぞれの児童は個有の成長の様式をもっている．個人の
能力の成長方式及び到達の終局的目標は知能発達の速度と陶治力に依存している．知能遅進児が彼
らの知能水準を越えた作業の達成を期待されるとき，失敗と失意が結果する．この原理を充分わき
まえている教師は，発達可能の機会をゆたかに与え，現在め能力を越えたものを要求して不当な圧
力を加えないのである．それ故，用意される学習事態の種類と数は児童が正当な学習成功を達成し
得るように，その学習能力の水準と速度に即応したものでなければならない.
　（4）社会的発達
　知能遅進児は年長となるにつれて同年輩の盾通児の多くの経験をもつにいたることはさけられな
い，例えば，青年期成熟とともに強い情緒的傾向　職業への興味　家庭　友好　異性への興味　他
の人と同じようになりたいという強い欲求などの発達がみられるようになる．身体的発達と成熟の
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結果として，社会的興味の成熟　現実性が生じてくるがそれらは児童の教育に極めて重要な関聯を
もつものである．このことは児童の学校生活を通じて，学習事態は生徒の知能水準に対してのみな
らず，生理学的社会発達に即応したものでなければならないということを意味する.
　13, 4才で知能は８，９才の児童は, 8, 9才の正常児に適合.したよみの材料には興味を示さない
であろう．そうした児童のよみの実力理解力は知能的には同一であっても，彼の興味はおとぎ噺や
子どもらしい物語といった段階をこえたものに彼を誘なうものである．３学年又は４学年段階の物
語と例証はいろんな方而での能力欠陥に即応したものであるがそうした児童の身体的発達或は社会
的経験に即応していないものであるそうした物語は，彼にとっては子どもぽく思われる．実際の学
習事態においてすべての場合にいえることであるか,．よみの事態(Reading Situations)というも
のは生徒の能力を越えた知的過程を要求すべぎでないことは勿論だが生徒の生理学的社会的成熟に
訴え即応するという点て正当化される妥当性をもったものでなければならない．
　この原理は知能遅巡児の学校生活を通じてすべてに適用されねばならない.
　（5）学習過一程
　普通児の学習過程を律している諸原理は知能障害児にも適用される．学習を広義に解釈すると，
学習は生物有機体と環境との間の持続的な相互作用が全体としての人格性の成長と発達を生みだす
力動的な過程(Dynamic pocess)と考えてよいであろう．学習は環境に対する個人の側の持続的
な適応の過程と考えられる．学習は学習能力の差異とは関係なしに同じ方式ですべての人々に生じ
る．筒単にいえば，学習は個人がすべての事態の反応様式，又は特有の反応様式を新しく発見した
り，より改善されたものを定着化したりすることを意味する．すべての学習事態において，学習者
としての個人と個人の要求と，学習の手段を用意する環境組織とか存在している．学習が生じると
き，学習者と環境との間の恒常的な相互作用がみられる．もっとも，学習の構造によって，教師が
学習の要求を意識的に組緑化し方向づける必要かおる.
　　（要求と学習要求と反覆再現―Elements of Need, Success, and Recurrence)
　学童の学習過程は以下のようにのべられる.
　①　学習する生徒は，先づ第一に自分の環境にみられるさまざまの嬰素に対する適応の必要を自
党する．その際，学習者の内に自覚の条件が存在するがこれは学習過程の緊要な部分である．この
ような要求(Need)は学習者が学習反応をなすとき学習者を方向づけ或は指導するものである.
　②　学習者が学習をすすめて行くときに，成功の自|覚或は正しい反応の認識は自分の目標をより
明確に主体的に自覚せしめ目標への進歩を促巡し，ガイドするものである.
　③　学習者に新しい行動形式に徹底的に習熟せしめ, IeI分の一部となる程定着化したものたらし
めるためには充分な事態の反覆再現が考慮されねばならない，この要求　再現反覆　学習成功の三
つの要因は普通児の効果的学習のためのみならず，遅進児のそれのためにも不可欠のものである．
すべての普通児と同様に学習遅巡児は要求及び目標をもち，それらを満足しようと努力するもので
ある’．学習遅進児がこれらの目標を達成するための刺戟と手段を用意する環境場面におかれるとき
持続的な学習と発展が生じるのである.
　　（意味深い反復再現) (Meaningful Recurrence)
普通，子どもというものは彼らに教えられねばならない多くの知識と習慣とを問発的に習得す
るものである．知能障害児は，ある事態で学習した経験を他の事態に応用する能力や，このなり行
き(consequences)を予測したりする能力，また自分自身の行為を批判的にみる能力などが限られ
ている．このことは遅進児は具ｲ木的経験(Concrete experience)を通して学習せねばならないこと
を意味するものである.遅進児の一般化の指導においては，ある考え(idea)或は原理を応用する
特殊の実例を数多く用意しなければならない．望ましい概念　習慣　態度が細心の注意で発展させ
られねばならない．それ故，学校環境は普通児の教育の場合よりはより注意深く統制され，計画さ
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れ,．意味深い反賢が用意される哉会がよりしばしばでなければならなヽい，然しまた過度の強調が反
復の要因におかれて，児奎の目標の要因が余りに厨々みすごされていることが多いのである.
　　(成功と示認，Ｓｕccess aｎdＡpprova1)
　成功の斐因は学習迎迎見の教育において極めて重要である．概していえば,．・児童はその木性にお
いて活勣的（Ａctive）である．彼らは他人の存在に感応して反応するものである．彼らは柚の人の
行為に興味づけられる．彼らは活勁をともにわかち合い，柚人の承認を得たいという衝動をもって
いる．普通児と対抗する能力もなく，学校内外で要求される基準をみたす能力にも乏しいので経験
の共同化及び示認の狽得などの機会を殆んど発見しがたい学習遅児の場合，こうした衝迫のすべて
は殆んど要求阻止の状況にゆがめられているものである.1
　それ故，若干の社会的に承認せられた学習成功達成の機会を学校生活において特別に計画する必
要が普通児の場合よりより必要であるというべきであるごまた承認の要因も学習迎迎児にとって重
大である．遅進見は，自分の要求というものに正常児よりより敏感でないので,彼らよりより容易に
望ましい目標とlll分の目的とを認識する昔通見の場合よりも，より積極的に明帰な目標にむかって
作業するよう「はげまし」を与えることか必要なのである．承認の表現は彼らに「はげまし」とな
るのである．結局，子どもの学習ということは，学校の内外においてともどもに行なわれるもので
ｊぼ｀神障害児の特殊，教･。育…………:ゾ……(回d詐;)
　　　　　７　¶　　　■¶-･¶警?¶■-W〃－　　･=a-7㎜=㎜
ト.,〔哲学的ご教育学的原理〕； Ｐ･
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　いかなる教育･計皿こおいても，個人は社会的環境扇面に･おげ名人格性と考えられねばならない．・
人格の完全にして調和的成長と発達が目標とされねばならない．精神薄弱児は学習能力に制約かお
るか，こうした目的観に照合して充分でない教育目標は精薄児の教育目標として徹底したものでは
ない. Heck, A. O;　はThe education of exceptional children　の中でGuiding　Principlesと
して以下のごとく論及している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　機会の均等-こめような生徒の教育計画は機会の均等を用意すべきであって，機会の同一が目
標ではない．彼らのacademicな能力は余りに低いの七，普通学校の計画から恩恵を蒙ることはで
きない．内容も方法も普通校のものはともに彼らに適合しない.普通児或は高いI. Q.をもつ学童
と競争することを強いられると，この児童たちは落伍し，人生に対する敗北感, (a. failurecomplex)
をつのらせ，抱負は打ちくだかれるか，それとも発展しなくなる．これでは，彼らが成功できない
と教えられているのと実質的に同じである．しかし，このよ｀うな児童も段階を徐々に追って進み，
不断の反覆がなされ，具体的で直接的な方法がとられるならばacademicな課業すらうまくすすめ
られるものである．ずっと以前にはacademicな学習指導を除外する傾向があった．今日，我々は
これら青少年の大半のものは３バ学年及び５学年石炭の読物をも読む続む能力を養い，算術の簡
単な基礎的運算，それを応用した釣銭勘定　簡雄な物語の形式に書き改めた歴史　地辺などを修得
し得ることを知っている，尚，用具教科の達成にかんしてIngram, C. P.は以下のように説明し
ている．即ち精神前弱児の大半は日常生活において，実際に用ひられる用具教科は，充分習得する
ことができるが，然しこの習得は非常にかんまんにあらわれるのであって，普通児の場合において
よりは遥かにより長い時間を必要とするのである．作業単元のさまざまの問題と経験は用具教科の
使用（話しことは　かきごとは　知識及びたのしみのための読書　計算　文字の判読）の実際的な
要求をつくり｀だすべきである．然し，これら用具の達成を保証するため，そうした要求に密接にか
かわりあった明燧な実践が持続的に反覆されねばならない．
　　　〔自活　Self-support〕　･’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，.
　精薄児を自活させるに役立つと思われる計画か立案されねばならない. Heck, A. O.によると，
これは正常な時代においては可能であるか，多くの失業者を見る経済不況時代においては問題は深
刻である．　しかし，このことは，われわれが枡斜児に技術的職業訓練を与えねばならないというこ
とを意味しないのである．
　彼らが成人となって従事すると思われる仕事は熟練を必要としない労動であって，その技術的な
部分は数時間で容易に学習しうるものであることもあろう．しかし，精薄児がなし得る仕事がいか
なる･ものにせよ，彼らにたのしみ(pleasure)となるように普通の仕事の習慣に彼らを習慣づける
ことかできる.’もし，彼らが彼らの能力の範囲内の学業を与えられるならば，効果的学習達成のよ
ろこびは，彼らの学習意欲を更に助長するであろう．彼らの能力内の仕事を選定することに注意深
くあるべきで，そうした配慮によって後日彼らを幸福に働らかせることができるのである,･現在，
実施されている単純な産業訓練の多くは，しばしば実際的でないとして批判されている．批判者は
常にその目自気琵念頭におかねばならない．われわれは，先づ普通の仕事の習慣を確立せねばならな
い．それから後に手及び指先を使う訓練を習慣すべきである．産業において，成功しょうとするな
らば不器用を矯正しなければならない．
　善良な操作（Ｇｏｏｄ Conduct) ;　　　　　　　　　　　　　　　　　≒
　つぎに，これらの児童は善良な操行の習慣を形成せねばならない．彼らは仲間に交って幸福に生
活するように訓練されねばならない．
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　このことは「個人的清潔」「自己統制」「友人の助成」「親切な話し方」「真実の陳述」「他人
の持物をおかさない」などの諸習慣の確立を含むものである．劣等の焔印をおすことを防止せよ
(Avoid Stigmatization)即ち，特殊教育においては，児童に劣等の焔印をおすようなことをさけ
なければならない．このことは，完ぺきを期すことは不可能である．というのは，児童自身，彼が
特殊学級或は普通児学級に配置されていようと，そ･れとは関係なしに自動的に彼を正常児から引き
離さしめるようなさまざまの特長を身につけているこヽどか属々である．しかし，軽べつするような
態度岑除去するために，あらゆる努力か払わるべきである．
　阿呆(Dumbbells),精神薄弱児(Feeble-minded),劣等児(Subnormals)のようなことばは，
公立学校職員の用語から抹殺されねばならない.
　　　〔知能障害児のカリキュラム〕　　　　　　　ご
　カリキュラム構成の基本原理; Kelley,皿．Ｅ．とStevens, Ｈ. Ａ，は以下のごとくのべている．
　精神障害児教育において，成果をあげた特公教育の開拓者は実験主義者たちであった．これは二
つの問題傾域，即ち知能障害児の要求と環境要求に彼らをより’よく即応させるために精神障害児の
要求と彼らに与えるべき指導の本質や在り方を絶えず探索する必首があったためと思われる．換言
すると，持続的な強調がこの種の生徒の成熟水準の,認知ど生徒自身の目標と，生徒の環境条件と影
響の統合の発展に役立つ意欲的経験の指導におかれてぎたのである．数年間にわたって特偏見のた
めの実験的研究がつみかさねられたか，中でもStandard Achievement Test と，精薄児の効果的
な学習指導計画実践のための教材選定の実験は注目すべきものであった．しかし，一般社会の無理
解や普通学校教師の否定的な態度のため，特殊教育の研究や実践は形式化し，機械的なものとなっ
た而もみられる．しかしパ寺殊教育研究者の大部分めものは，持続的な努力をかさね，科学的な研
究は障害児学級の要求と陶治性に順応したCurriculumの発展に含まれる諸問題の解決に最後は役
立つであろうと確信していた．　　　　　　　　　　　　　　　　●
　特殊教育のこの分野の今日の状況は，その大半というものは，心理学的研究及び教育学的研究に
帰せられるものである．こうした研究は，正常な知能発達の過程とその様式，その程度という点て
逸脱しているとみなされる精薄児の知能構造に分化（かfferentiation)が存することをあきらかに
した．この結果，今迄よりも具体的にカリキュラム構成方法の改善や方法の組織化や，全休として
の教育計画への精神薄弱児の倣極的参加の諸問題を思考する方向かあきらかにされてきた．こうし
た前進のlll然の改行きとして精薄児のためのカリキュラム展開の妥当な考え方が生れてきたのであ
るパ寺殊学級及び特殊学校の生徒が集団の協力的社命行動実践.を通して，統合的人格発展をとげる
という重要な要求をもつことを考慮することなく，木工‘.金工　皮革の作業活動に従事していた数
年間の期間は，教材時代(Subject-Matter Period)とみなされていいだろう．この種の作業活動
は，それに含まれると考えられた訓練の故に熱心に追求された／そして，作業計画は，囲ト的に統
制されていた．このような訓練主義的方法の影響は，亦academicな教科特に３ｙＳの学習指導
においてもみられたのである．精神障害児のacademic･な学力は伝統的な方法で指導されたとき
には充分なものにはなり得ないので，教育計画の焦点は完全に手技的仕事に移行したのである．教
師中心の強力性の乏しい限られた内容の教育計画が続jいたが，これは普通学校のそれと同じ状況で
あった．やがて，一般の学校の教育課程が教科カリキュラムから経験カリキュウムヘ推移し，より
機能的類型の教育課程か求められるようになり，特殊教育においでも，ぞのカリキュラムの原理が
経験主義にかわってきた．精薄児のカリキュラムは，生徒に広い経験を与,えるものであって，その
Scopeにおいても，完全な生徒の成長を約束する程度の充分な弾力性かあり，しかも，批判的に自
分の経験を評価するような学習の場を用意したものであることなどか要求されるにいたった..
　　（精薄児のカリキュラム目標）；
精神障害児の特殊教育．　（岡本） ｱﾌ
　精薄児のカリキユウム作製において，先づ目標の問題が明確にされねぱならない.―彼らの一般教
育の目標は，本質的には一般のそれと異なるものではない．いずれも；民主的社会における人間形
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　　d.　Independence training　　｀I　　　　　　　，‘　　　　　　　’
　　ｅ.　　Developmentof ａ sense of personal worth
　　f.　Continuation of pre-School training in disciplineand control
　In the intermediate years from about eleven to fourteen the special teacher may attempt to :
　　ａ.　　Developskillin reading, writing, and the basicぷjbjects
　　b. Develop good speech　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　.ｃ.　Introduce some manual crafts for creative purposes･
　　d. Introduce occupational information　　ブ　　　　　‥
　　ｅ.　　Developconcepts of goods citizenship‥‥‥‥
　The teen years are planned with the intent t０.:
　　ａ.　　Developａ good level of achievement in 幽ｅbasic subjects
　　b. Prepare boys and girls to enter the laber market
　　ｃ.　　Anticipatesome of the adjustment problems of adolescence and early adulthood
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　s精薄児は，彼らと同じ年令集団の共通目標にむかう進歩゛において限られているので，これら一般
目標　特殊目標達成の手段となる教育計画は，彼らの要求と能力に即応したものであらねばならな
い．精薄児のNeedsをみたす枠組として経験カリキュラムが考えられる．経験カリキュラムにも
生徒の興味　感ぜられた要求　支配的目標に立脚して構成されるものと，生徒か現在或は将来当面
すると思われる生活問題に立脚して構成されるものとかある／普通;前者が精跡児の学習の基礎と
して有用と思われる．彼らの感ぜられた要求に結び合っているからである．
　導入の段階において，問題の形式的側而が生徒に示されるが，概念が把持され類化されるまで具
体的証明がこれにともなうべきである．このような学習のすすめ方は理数系の分野の学習において
のみならず，よみ　かき　［I頭表現の学習におい七も社会科や芸能教科の学習においても，すべて
の新しい概念の提示に際して重大である．これらの一般化された技能の発展は正常児にとって価値
あるものだが，同様に障害児にも価値あるものである．しかしながら内容の範囲やこの内容獲得の
仕方　内容選択のときの興味のｍ点などにおいて，正常児と障害児の間の差異は明白である．すべ
て，これらの活動の達成成果に対するあらゆる児童の要求は個人の側の基本的衝動と環境の刺戟と
に由来するものである．個人の成長は環境との相互作用を通してすすめられる．それ故．経験学習
の価値はそれが生徒の目標づけを用意すると共に草昧の洗錬と全体としての目標と，これらの意味
の統合の両方を可能にする点にみいだされる.
　　（精薄児のカリキュラム構成の諸問題）　　　丿上ト
　精薄児のカリキュラムの仕事は，正常児のそれより複州である．特殊学級の能力にカリキュラム
の内容素材を適合させるのみならず，正常児のカリキュラムに見出される基本的要因を保持するこ
とが必要であるからである．まさしく，知能障害児が社会生活にうまく適応して行くために，この
二つの要請は充足されねばならないか，この仕事には多くの問題があらわれてくる. Kelly, M. E.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i.　●　●1●によれば，第１はCurriculumそれ自体に関係するものであるか，精薄児の要求をみたすために注
意深くさまざまの経験を選定する場合の問題である．これは年少と年長ととわず，すべての精薄児
のカリキュラムに共通してみられる特長である．経験の範囲は，この種の生徒の社会的年令(Social
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i-　　-　　●age)に即応したければならないと同時に，そうした症験の理解か彼の知能的把握の範囲内で期待
されねばならないからである．
　第２の問題は生徒の能力との関係において生じる生徒の修学期間の問題にみられるカリキュラム
適応の問題に属する．この問題は三つの側面にまたがるものである．即ち（1）特別学級の登録児
の年令, (2)特殊学級児の知能, (3)修学期間中の精薄昇に与えられる教育計画の類型
　特殊学級廓訓寺殊学校に編入配当される平均年令は８才又は９才であるので，わずかに８学年が
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教育指導に利用されるにすぎないことを意味する．限られた時間内で能率的方法を活用しなければ
ならないが，更に内容は生徒の知能と進み行く社会的要求に持続的に適応したものでなければなら
ない..
　第３の問題は，学校に用ひられるカリキュラム内容に含まれるものである．小学校特別学校の生
徒の社会的年令組分けは，例えば，６才から12才にまたがるといった風に普通広汎なものであるた
めに広い範囲のCurriculum Material の焦点化や，生徒が習得した知識　技能を類化したり統合
したりする機会は限られたものとなりやすいのである;　しかし，実際に生徒に与えられる内容は平
衝のとれた，まとまったものであらねばならない.　　　　　　　　　　　I.
　第４の問題はカリキュラム内容の本質的要素(Essentials)とカリキュラムエッセンス(Curri-
culum essence)を構成するものの深さとひろがりの決定をめぐる問題である．学習時間と生徒の
障害の制約は精薄児に現実的であって，理解吸収され得るものである教育課程内容を強く要請する
のである．同時に，教育課程の本質的要素として，人文諸学科を扱う教養的側面や個々の生徒の人
格性に反映すると思われる美的価値観及び態度の表現と発展の機会などを含んでいることは大切で
ある．
　第５の問題はカリキュラム内容を形成する素材構成に関係する･ものである．精薄児に適切な一般
的な教育素材は現在のところ，その提供は極めて乏しいものであるが，正常児のために用意された
経験のひろがりを工夫した素材の中にはある程度有効なものも存している．
また, Audio-Visual aids は利用可能な教育資料の補修強化にすぐれたものであることがあきら
かにされているだけでなく，精薄児を各種各様の学習活動に動機づけることにおいても効果的であ
ることが判明している．視聴覚資料が精薄児の要求を充足する目的で利用される場合，彼らはかな
り用ひないときに比して，より速く学習し，また遥かにより長期間学習内容を把持することがあき
らかにされている. Wygant, A. W.はＡ Guide Book for the Slow Learners' Teacher で精
聾児学級の学習活動指導に有効な近代的教育施設のListをあげている，広汎多彩な経験は，精薄
兄の教育プログラムをゆたかなものにし，当面の課題をより意味深いものにするものである．
　　　〔精薄児の職業教育の問題〕
　盲教育　ろう教育の場合は，いわゆる義務学年である小学部・中学部で，普通教育の一般的教養
を積んだのち，主として高等部で職業的技能の養成をして卒業後にそなえるという段取りになる．
もちろん，小学部やことに中学部での教育も，職業生活へのPerspective見通しのもとに，行なわ
れることはいうまでもないが，この点て精神薄弱児の職業教育は，基礎的な教育と職業教育との境
目が区別しがたいという，特徴をもっている．もともと精柿薄弱児に，高度の知的作業(academic
Ｗｏｒk）を課することは無理である．会計事務や企画事務への就職はまず考えられない．比較的単
純な，くり返し作業などかよいとされている．それにしても，同輩と共に働らいて，協同作業　流
れ作業などで，職業のふんい気に慣れ(Vocational Atmosphere)!他人のＴｅｍｐｏに同調し自分
の待ち場のPart (役割）を知って，ある程度の責任感をもつ，というようなことが，実は職場生
活では，きわめて大切である．これはVocational life においては，知識や技術以前の基本的な条
件なのであるが，精神薄弱児が職業生活に入りがたい原因の一つは，この，基本条付こ(Basic con-
dition)が満たされていない点にある．また，精神薄弱児の特殊教育は既述の如く，普通の小・中
学校のように，分化された教科的学習ではなく，実生活に即した生活カリキュラムで行なわれる．
具体的にいえば，遊びを通じ，作業を通じて，国語的　算数的　その他の諸教科的な内容を理解さ
せるだけではなく，実は，これらを通して仲間と交わり，.仲間と自分との関係を知り，学校の中で
の自分のSocial Status を意識して，集団生活中でこれに適応することを学ばせる点に大きな重点
をおいている．知的内容(Academic Material)は，いわば，．こういうpersonalityの教育に沿っ
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て，それぞれの能力に応じて授けられるのである．したかづて，特殊教育の学校や学級で教師の指
導のもとに行なわれる遊戯や作業は外見こそ遊戯でありょ作業であっても，それは単に遊ばせるた
め，働かせるために課されているのではなく，精神薄弱児にとっての大切なApproachなのであ
る．それ故，精薄児教育は，仝体がさきにのべた職業生活の基本的な条件をみたすための学習その
ものであり，そういう意味では，職業教育は，小学校の段階から姑められているといってもよいで
あろう.
　Martens, H. E.は手･技的経験と職業的経験の所説の中で以下め如くのべている.
　（1）手技的経験は，精神薄弱の青少年にとって喜ばしい「活動の一つであり，同時に職業指導の準
備としても価値ある活勁である．　　　　　　　　　／　．
　（２）この活動の形態は多種多様で，そのどれを選ぶ=かは,コそれをやる児童の精神年令と生活年令，
利用できる資材と設備，地域社会のNeedsによってきめちTれる.
　（3）もしも手の活動が，精薄児の教育目的に役立つべきであるならば，それは彼らか就職して社
会人として生活できる能力に役立つような，働く習慣と技術を伸ばすごとを助けるようなものでな
くてはならない.
　（4）学校全体の教育計画を通じて流れている統一の原則から考えて，手の活動も，共通の興味あ
る主題を中心として，全経験に統合された一部となっていることが望ましい.
　（5）手の活動は，簡単な過程からより複部な過校へとだんだん進んでいくように，細にヽに計画さ
れることが必要である．　　　　　　　　　　　　一
　精薄児のカリキュラム構戊においては，知能年令におうずる教育内容のほか，生活年令による配
慮がくわえられなければならない．　　　　　　　・
　そこで，アメリカの連邦政府教育局の手引書で払　ブ　　　　　レ
　　（1）児童期のグループ　　　　　　　　　　　｀゛
　　　ａ　精神年令６才以下のもの
　　　ｂ　精神年令６才から９才のもの
　　（2）青年期のグループ
　　　ａ　精神年令９才以下のもの　　　　　　　　　　　・
　　　ｂ　精帥年令９才以上のもの　　　　　　　／
　，と４つの群にわけて考えている．　　　　　　ノ
そして，精神年令６才以下のはあいについていえば･　　　　　・
　1.習慣の訓練一清潔と，こざっぱりしていることを強調する.,排便の習慣　クレヨン　消ゴム
などを大切にすること，安全　食事の習慣，健康の習慣　　’
　2.社会的経験-一家庭のこと，学校のこと，近隣関係め老となどにつき話をすること（父　母
赤ん坊　兄弟　姉妹　学校の安全係　万官　消防夫，派服看護婦　道路掃除夫など）
　3.感覚訓練一名前をよばれたら答える．形　色．大きさ　位置を合わせる．絵画完成パズル
自然現象（空　雲　樹木　日光　影など）を観察する．音･におい　触覚によってその対象をしる．
なめてみてたべものの種類をあてる．主な色を知る.･･
　4.言語訓練一はっきりした発音にｍ点をおく．幼児語　でからめな言ひ方　舌たらずの話し方
どもり　そのほかの言語障害の矯正．　　　　　　ノ
　5.筋肉の協応勁作(coordination) ―リズム体操　行進　ダンス　戸外ゲーム　楽器や歌にあわ
せ大きな筋肉をつかう．平均台を渡り歩いたり，ちょっと高くした水平のはしごをくぐったり，３
４段のふみだんをこえてあるいたりする.
　6.自然観察―愛玩動物　草　樹木　四季の変化など忙親しむ．　，
　７．手先の練習一木片に釘をうっ．必要に応じて家具句よこぶ．糸をビーズやボタンに通す．針
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
であらい模様をぬう．型にしたがって鋏で紙や布を切る．煉瓦　木片　石　砂　砂利などを･ある所
からある所へ迎んだり，室や庭の中央にそれらをつみあげる．，
　以上のようなことをもり，青年期のグループでは
　1.社会的市民的に価値あるものの価値をみとめること．地域社会は施設の内で，社会的市民的
諸活動に参加すること．
　２．店や合所やせんたく場，そのほかいろいろの職業的経験での手先をつかう活動.
　3.健康と身体の訓練　スポーツと競技．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白･
　4.一般家事の責任　家事の予算　子どもの世話　家庭の美化　家庭で必要な一般的な修理作業
などの経験をとおして，家政の準備をすること（男女ともに）
　などが中心とされる.
　J. E. WallaceとHarold C., Reppertとは研究課題として以下のごとく要約している.
　(1) Basic to any research done in the area of mental defectiveness and mental subnormality
is the needed for standardization of the terminology in terms of intelligence age 呻d quotient,
social age and quotient, and any other practicable; measurable criteria. The attachment of
exact meanings to the technical wards used would resolve many semantic problems of inter･
pretation.
　(2) Follow-up studies need to be made of the status in the community of pupils excluded
from school as uneducable. Such studies are indispensable for validating the standards ｕs?
in the exclusion of sｏ･called mental defectives who are classed as uneducable.
　(3) The temperamental　and　emotional deviate needs to　be clinically　and　educationally
studied as the basis　for developing diagnostic　standards that　will better aid in　the deter-
mination of this type of deficiency and helf in　the planning of suitable remedial programs.
Such studies might help to clarify the distinction between actual and pseudo-feeble･mindedness.
　(4) The need　continues for　the development of　ｅ仔ective research　techniques, based on
classroom demands, for the more　scientific determination of　the kinds　of　curriculums and
instructional procedures that will　yield that best　educational results with mentally defective
and subnormal children.
　(5) The problem of the relative value of the intelligence quotient, I.Ｑ･ ； Social quotient,
SQ ； and other criteria for　determining placement　in special classes or　the need for institu-
tional commitment requires further exploration.
　(6) The problem of the ｅ仔ects of environmental stimulation on both primary and complex
mental abilities in both norn!al and subnormal children challenges more detailed experimental
investigation under improved objective controls.
　(7) The values of readiness instruction and of the preacademic program for mental deficients
of varions ages shou!d be determined in more detail.
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